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【昨日の市況概要】 公示仲値 114.18

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY USD/CHF GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 114.13 1.1638 132.80 0.9981 1.3128 0.7662
SYD-NY High 114.45 1.1657 132.95 1.0039 1.3162 0.7679
SYD-NY Low 113.65 1.1574 131.76 0.9972 1.3070 0.7625
NY 5:00 PM 113.67 1.1607 131.97 0.9985 1.3120 0.7678

USD/JPY Volatility 1M ATM (NY Close Lvl) 7.795/8.12 Δ25RR 0.675 Yen Call Over

NY DOW 23,434.19 33.33 債券市場 日本2年債 -0.1430 0.0bp
NASDAQ 6,701.26 144.49 日本10年債 0.0730 0.3bp           

S&P 2,581.07 20.67 米国2年債 1.5875 ▲2.7bp        
日経平均 22,008.45 268.67 米国5年債 2.0281 ▲5.0bp        

TOPIX 1,771.05 17.15 米国10年債 2.4064 ▲5.5bp        
ｼｶｺﾞ日経先物 22,075.00 200.00 独10年債 0.3830 ▲3.2bp        

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,505.03 18.53 英10年債 1.3480 ▲3.6bp        
DAX 13,217.54 84.26 豪10年債 2.7740 2.1bp           【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

ﾊﾝｾﾝ指数 28,438.85 236.47 為替市況 USD/CNH 6.6479 ▲ 0.0056 　
上海総合 3,416.81 9.25 ドルインデックス 94.92 0.30

USDJPY 3M Vol 8.48 ▲0.07% 商品市況 CRB指数 186.891 0.96
USDJPY 6M Vol 9.12 ▲0.01% NY金 1,271.80 2.20
EURJPY 3M Vol 7.78 ▲0.03% WTI 53.90 1.26
EURJPY 6M Vol 8.98 ▲0.04% Dubai Spot 57.19 0.91

【マーケット・インプレッション】
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当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されて
いますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定は、お客様ご自
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前日に米上院で可決された2018年度予算決議案が下院でも受け入れられた事が好感され､､早期の税制改革可決に対する期待感が高ま
りﾄﾞﾙ買いが継続｡海外市場で114.31まで上昇したﾄﾞﾙ円は､114.15ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡朝方は米第3四半期GDPが良好な家計､企業部門を背
景に3.0%増と予想(2.6%)を上回ったことから､ﾄﾞﾙ円は114.45まで上昇するが､7月11日の高値114.49が意識された他､週末を控え積極的に上
値を追う動きは続かず114円台前半まで反落｡その後発表された米10月ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者信頼感指数が予想通りとなるも､米通信大手が複
数の関係筋の話として｢ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は(次期FRB議長の指名候補として)ﾊﾟｳｴﾙ理事寄り｣と伝えたことから､現在の緩和的な姿勢が継続さ
れるとの見方からﾄﾞﾙ売りが強まり､113.70まで急落｡しかし､元々ﾊﾟｳｴﾙ氏が指名されるとの見方が強かったこともあり､同ﾚﾍﾞﾙでは押し目
買いの動きも散見される中で114円ちょうど付近まで徐々に戻す展開｡午後にかけては週末を控えた調整の動きに113.65まで下落し､結局
113.67ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡一方ﾕｰﾛﾄﾞﾙは､欧州政治不安が燻る中､前日のECB理事会後の記者会見でﾄﾞﾗｷﾞ総裁からﾀｶ派な姿勢が見られ
なかったことや､米税制改革に対する期待感からﾄﾞﾙ買いが強まったことなどを背景に海外時間に一段と下値を切り下げて､1.1608ﾚﾍﾞﾙで
NYｵｰﾌﾟﾝ｡朝方は良好な米経済指標の発表を受け1.1588まで下落｡その後もﾕｰﾛ売りが継続したことから更に下値を切り下げて1.1578まで
下落する展開｡前述のﾊﾟｳｴﾙ理事に関するﾍｯﾄﾞﾗｲﾝを背景に1.1624まで急速に値を戻す場面もあったが､ﾕｰﾛ売りが継続し1.1574まで反
落｡その後は週末を控えた調整からじり高で推移し､結局1.1607ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡(NY井上)
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前日から堅調推移が続く中で朝方のﾄﾞﾙ円は113円台後半から114円台まで上昇｡この日発表された本邦9月消費者物価指数は市場予想
通りの内容となり市場の反応は限定的｡東京時間のﾄﾞﾙ円は114.13ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡米金利が小幅に低下する中､月末特有の実需の円買い
ﾌﾛｰも相俟ってﾄﾞﾙ円は一時114.01まで軟化｡しかし114円台を割らず､底堅さが伺える中､米金利が下げ止まったことも相俟ってﾄﾞﾙ円は
114.27まで反発｡午後にかけて日経平均が一段と上昇する中でﾄﾞﾙ円も114円台での底堅い展開が続き､結局114.21ﾚﾍﾞﾙで海外に渡った｡
(東京15:30)
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は114.21ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡FRB議長指名候補がﾊﾟｳﾚﾙ氏とﾃｲﾗｰ氏に絞られたとの見方から米債利回りが上昇する中でﾄﾞﾙ
円は114.31まで上昇するも､週末を控えた調整の動きにﾄﾞﾙ円は売り買い交錯し､その後は114円台前半で小動き｡114.15ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡
ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1627ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ECB専門家調査でﾕｰﾛ圏のｲﾝﾌﾚ率予想が18年と19年ともに0.1%ﾎﾟｲﾝﾄ上方修正されたことや､独自動車大
手の第3四半期増益等を受け独株が上伸したこと等が意識され､ﾕｰﾛ相場は下げ渋る場面もあったが､ｶﾀﾙｰﾆｬ州議会の独立宣言決議案
の採決を控えていることや､前日のECB理事会の内容がﾊﾄ派寄りと捉えられたこと等を背景にﾕｰﾛ売りが継続｡ﾕｰﾛﾄﾞﾙは結局1.1605まで
軟化し､1.1608ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 00531 444 179 山本)

【昨日の指標等】
Date Time Event 結果 予想

10月27日 08:30 日 CPI/コアCPI/コアコアCPI（前年比） 9月 0.7%/0.7%/0.2% 0.7%/0.7%/0.2%

21:30 米 GDP(前期比年率)・速報 3Q 3.0% 2.6%

23:00 米 ミシガン大学消費者マインド指数・確報 10月 100.7 100.7

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

10月30日 - 日 日銀金融政策決定会合（30日～31日） - - -

19:00 欧 消費者信頼感 10月 -1.0 -1.0

21:30 米 PCEコアデフレーター（前月比/前年比） 9月 0.1%/1.3% 0.1%/1.3%

21:30 米 個人所得/個人支出(前月比) 9月 0.4%/0.9% 0.2%/0.1%

22:00 独 CPI(前月比/前年比）・速報 10月 0.1%/1.7% 0.1%/1.8%

先週末の海外市場のドル/円相場は、上値の重い展開。米第3四半期GDPが市場予想を大幅に上回り114.45円まで上昇した
が、FRB次期議長人事で「トランプ大統領はパウエル氏寄り」との報道に売り優勢に転じると、113.65円まで下落し113円台後
半でクローズした。本日のドル/円相場は、上値の重い展開を予想する。先週末は、良好な米経済指標を受けてもドルの上
値の重さが確認された格好。114円台での滞空時間の短さが嫌気されやすく、ドルは上値の重い展開が続きそうだ。


